
　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

これから子どもたちが生きる未来は、世界と大きくつながり、変化の激しい社会が予想される。

今の子どもたちが社会の担い手となる１０年後、２０年後には、過去の知識や経験だけでは解決

できないような様々な問題にも向き合い、友だちや地域の方だけでなく、時にはＳＮＳ等を介して

の見知らぬ人々とも関わりながら対処していく必要がある。コミュニケーション能力、創造力、未知

の状況への対応力等を身に付け、自分の考えを持ち、判断しながら行動する力を育んでほしい。

「豊かな心」と「たくましく生きる力」を持った生徒の育成

○自ら気づき､考え､行動する

○答えのない問いに向き合う

○自分の心の状態と対話する

学力の

向上

生徒が

主体的に

学ぶ授業

褒めて

伸ばす指導

個に合わ

せた指導

学習評価の

研究

○家庭との連携

○小学校・高校との連携

○地域・関係機関との連携

楽しい

学校

行事内容の

検討と充実

居場所づくり

仲間づくり

心理的安全性

生徒会活動の

活性化

○他を思いやる心や感動する心が持てる

○仲間と協力・協調し合える

○自ら考え判断し責任ある行動がとれる

○自他の良さを認め尊重できる

○自ら課題を見つけ解決できる

○自ら希望や自信を持てる

○基本的な生活習慣の確立

○あいさつと笑顔と感謝の気持ち

○たくましく生きるための心と体

豊 か な 人 間個 性 の 伸 長

心 身 の 健 康

【学校教育目標】

令和８年度 重点項目

が

・コミュニケーション能力 ・創造力

・未知の状況への対応力 ・自ら学ぶ力

将来必要とされる力

令和８年度 大和市立上和田中学校 グランドデザイン

め ざ す 生 徒 像

生徒の主体性と人間力を育む


